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フフリリーードドリリヒヒ・・ジジーールルププ（（1881-1945））のの外外国国人人労労働働者者政政策策論論 

――そそのの思思想想的的特特徴徴とと背背景景ににつついいてて―― 

 

橋本 泰奈 

 

ははじじめめにに  研研究究のの背背景景――フフリリーードドリリヒヒ・・ジジーールルププ通通りりのの名名称称変変更更ををめめぐぐっってて 

 ドイツのラインラント・プファルツ州の都市コブレンツの住宅街にフリードリヒ・ジール

プ通り（Friedrich-Syrup-Straße）という名の通りがある。フリードリヒ・ジールプ（1881-

1945）は、ドイツの労働行政機関1の初代長官を務め、労働行政および社会政策の発展に貢

献した功績から戦後ドイツにおいて高く評価されてきた人物である2。しかし、近年では、

ジールプのナチ時代の経歴に注目が集まり、ナチ体制の失業対策や四カ年計画、第二次世界

大戦下の外国人強制労働動員、東部経済計画、飢餓政策などへの関与を通じて、ナチ体制に

荷担したとして「大物のナチ」や「戦争犯罪人」という評価を受けるようになっている。コ

ブレンツでは、ジールプ通りの名称変更を求める市民運動が起こり、市内全ての通りについ

て名称の由来が調査され、ジールプ通りの名称の問題性が改めて指摘された3。 

 

1．． 先先行行研研究究のの動動向向とと問問題題点点――フフリリーードドリリヒヒ・・ジジーールルププのの思思想想へへののアアププロローーチチ  

ジールプの経歴については、ドイツの外国人政策史や労働行政史研究においてしばしば

取り上げられてきた。そこでは、ジールプがプロイセンの営業監督官として長年労働者問題

に取り組み、ヴァイマル共和国初期に全国職業紹介・失業保険機関初代長官に抜擢された後、

シュライヒャー政権時代に労相まで昇格したが、ヒトラー政権下では前職に戻り、再び労働

行政機関の長官としてナチの様々な政策の実行に関わったことが指摘されてきた4。 

一方、ジールプがナチ体制に荷担した動機やその思想的背景については、いまだ明らかに

されていない。ジールプは、同時代を生きた労働行政官や親族によって、温厚な性格と卓越

した行政能力、豊富な実務経験を兼ね備えた偉大な人物として戦後長らく高い評価を受け

てきた。労働行政史研究者のマイアーも、そうした親族や同時代人の証言に基づいて、ジー

ルプは「ナチではなかった」と断定し、ナチであるかのような印象を与えるジールプの言動

は、ドイツにとって最悪の事態を回避し、ドイツ国民と労働行政のために最善を尽くそうと

したものであったとの見解を示している5。 

このような人物評価の問題点は、ジールプの人格や思想を裏付ける史料を十分に提示し
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ていないところにある。ジールプは、自身の職務経験を活かして労働問題や社会政策に関す

る実証研究や理論化にも熱心に取り組んだ人物であり、その成果は様々な書物に残されて

いる。なかには、ジールプの思想や信条を垣間見ることのできる有用な史料として評価でき

るものもある。本稿では 1918 年に執筆され、1922 年に刊行されたジールプ著『外国人工

業労働者』6について取り上げ、ジールプの外国人労働者政策論を分析することで、ジール

プの思想的特徴とその背景を明らかにする。それによって、ジールプの問題関心や政策構想

がナチズムの思想やナチ体制の政策といかに親和性をもっていたかを考察する。 

 

2．． フフリリーードドリリヒヒ・・ジジーールルププのの外外国国人人労労働働者者政政策策論論  

ジールプ著『外国人工業労働者』は、外国人就労の長所と短所を実証的に分析し、第一次

世界大戦後ドイツの外国人労働者政策について独自の見解と構想を述べたものである。こ

の著作は、ジールプの外国人労働者像や思想的特徴、その背景を浮き彫りにするものである。 

『外国人工業労働者』での議論から分かるのは、ジールプが外国人労働者を「経済的・文

化的水準の最も低い集団」と見なし、外国人労働力の流入や外国人との接触はドイツ国民に

とって「重大な危機」であると捉えていたことである7。たとえば、職場での外国語の使用

によって、「労働者の道徳的水準は明らかに低下し、底辺の外国人によって衝突や不法行為

が助長される」うえに、外国人労働者の知識不足や「清潔性の欠如、その他不衛生な生活様

式」は、彼らを隔離しない限り、ドイツ人の生命や健康に危険を及ぼす可能性があると論じ

られている8。また、ジールプは、「異なる文化的水準の民族間の分業は（中略）、文化的水

準の比較的高い国にとって国民経済学的には外国への依存、民族衛生学的には民族体の柔

弱化や弱体化を意味する」として、外国人就労によってドイツ民族の「最強かつ健全な繁殖」

が阻害されることに懸念を示した。さらに、経済的な観点からは、廉価な労働力の流入によ

る賃金の低下や海外送金による外貨流出などを問題視した9。 

一方、ジールプは、外国人就労には短所を上回る長所があり、とりわけ外国人不熟練労働

者は労働市場政策・社会政策上有利であり、経済的にも必要不可欠であるとも主張した。外

国人の大部分は労働集約型産業に従事し、経済や労働市場の状況に応じて規制可能な「景気

の調整弁」であるため、彼らに「最低限の知識さえ必要としない最低賃金の労働」を与えれ

ば、ドイツ経済の生産性や国際競争力を高め、ドイツ人の経済的・社会的地位の向上をもた

らすと考えていたからである10。さらに、「人間経済学（Menschenökonomie）」の観点から

第一次世界大戦を「厳師」と称し、戦後も戦時と同様に労働市場の計画的な管理規制と産業
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間の労働力交換に努めれば、労働力需要に基づく外国人就労規制は可能であるとの展望を

示した11。 

 

3．． ジジーールルププのの思思想想的的特特徴徴ととそそのの背背景景  

以上のようなジールプの外国人労働者政策論は、営業監督官としての職務経験が自身の

思想形成において重要な基礎となったことをうかがわせるものである。ジールプは、戦時に

営業監督官として赴任したオーバーシュレージエンの事例をしばしば取り上げ、自身の主

張や見解を経験的に裏付けようとした12。また、外国人労働者を経済的・文化的に低劣でド

イツ人の生命や健康を脅かす存在として捉える一方、経済全体への影響を考慮して外国人

労働力の有用性を強調し、ドイツの労働・社会問題の改善に役立てようとする立場は、経済

の生産性や効率性を考慮して、労使の利害調整を図ることが求められた営業監督官として

の責務を体現するものであった13。 

さらに、1890 年代から 1920 年代にかけて営業監督官として多数の工業都市を訪れた経

験は、ジールプが外国人労働者政策の構想を描くきっかけとなったとも考えられる。当時プ

ロイセンでは、農村の過剰人口や余剰労働力、ビスマルクの民族主義政策を背景に、東部の

農村と西部の都市の間で大規模な人口・労働力移動が生じた。ジールプはその出発点と終着

点となった東西それぞれの工業都市の近郊に滞在していた14。当時のルール地方およびプロ

イセン東部におけるポーランド人問題に鑑みれば15、この経験が外国人労働者に関するジー

ルプの問題関心を強めた可能性は高い。 

ジールプの思想的特徴とその背景に関するもう一つの注目点は、ジールプの研究活動に

ある。ジールプが学生時代に入会した社会政策学会は16、マックス・ウェーバーがエルベ川

以東地域の農業に従事するポーランド人季節労働者に関する実態調査を行い、「駆逐理論」

を展開したことでも知られる。ウェーバーの言説は、ポーランド人季節労働者を文化的に低

劣とみなしたうえで、彼らが廉価な労働力として流入することをプロイセン東部諸州にお

ける「外国人過多」や離村現象、賃金の低下を引き起こすドイツ国民の危機として警鐘を鳴

らし、同時代の政治や社会において大きな論議を呼んだが17、ジールプの外国人労働者政策

論もこのような 19 世紀末に遡る思想的潮流に棹をさすものであった。 

一方、ウェーバーの論調とは一線を画す側面として、ジールプは、外国人労働力の排除が

経済的に非現実的であり、むしろ外国人労働力には労働市場・社会政策上大きな利点がある

と主張した。そして、その利点を活かすためには、自由主義的な経済体制ではなく、第一次
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世界大戦下の戦時動員と同様に国家による計画的かつ合理的な労働市場規制が必要である

と考えていた。ジールプのこうした視点や立場には、人間経済学の影響を見てとることがで

きる。 

人間経済学は、20 世紀初頭にオーストリアの社会哲学・財政社会学者、ルドルフ・ゴル

トシャイト（Rudolf Goldscheidt）18によって提唱された。その特徴は、資本主義による労

働者の搾取を批判し19、人間を自ら環境を変えられる経済的価値のある「有機的資本」20と

して捉え、教育や医療、福祉の拡充による環境の改善や人間の社会的・文化的進化の促進、

労働力の経済的価値を最大限に引き出すことを重視し、経済発展の可能性を追求するとこ

ろにある。すなわち、人間経済学は、自由主義経済を否定し、労働力の計画的・合理的な管

理によって労働・生活条件を改善し、労働力の生産性を質的・経済的に高めることの重要性

を説くものであった21。 

ジールプは、労働市場の計画的な管理規制によって外国人不熟練労働者の経済的利点を

活かし、ドイツ人労働者の経済的・社会的上昇を図ることができると論じたが、その思想や

論理にはゴルトシャイトの人間経済学に通じるところがあった。また、外国人労働者は文化

的・経済的水準が低いとみなし、その流入がドイツ民族の「退化」を招くことを恐れてその

防止のために外国人の隔離を求めたジールプの民族衛生学的観点は22、質の高い教育・医療・

福祉を受けた有能な人間に経済的価値を見出し、「低劣な外来人種の氾濫」23を防ぐために

無能な人間の排除に否定的ではなかったゴルトシャイトの社会生物学的観点とも合致する。 

ゴルトシャイトは、先行研究で指摘されているように、優生学的な社会進化論を批判した

人物である24。しかし、その批判は、生殖や遺伝の操作によって社会問題の解決を図ろうと

する優生学の手法に向けられたのであり、有能な人間の増強によって社会進化を促すとい

う発想や目的自体を否定するものではなかった25。その点では、人間経済学は優生学と相反

するものではなく、むしろ親和性が高かったと言える。そして、まさにそのことは、ジール

プの外国人労働者政策論の本質的特徴でもあった。民族衛生学や人間経済学の観点から「劣

等」ととらえた外国人労働力の計画的・合理的な規制を求めるジールプの問題意識や思想は、

人種主義と労働力の経済的かつ計画的な操作と使用を基礎として後に展開されたナチの労

働政策に通じるものがあった。 

 

むむすすびびににかかええてて  

 本稿では、ジールプの外国人労働者政策論の分析を通じてその思想的特徴を明らかにし、
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ナチの労働政策との接点について考察した。そこでは、ジールプの問題関心や思想がプロイ

センの営業監督官としての職務経験と同時代の思想的潮流に影響を受けて形成され、その

民族衛生学や人間経済学に基づく視点にはナチの思想や政策目的と親和的な部分があった

ことが明らかとなった。この思想的な親和性を解明すれば、ジールプがナチ体制下の労働政

策に深く関与した政治的動機や背景に関する手がかりを掴むことができるだろう。なお、ジ

ールプのナチ体制への関与を考えるにあたって注意すべき点として、失業対策や雇用創出

をはじめ、ジールプがナチ体制下で関与した政策の多くは、労働行政機関がヒトラー政権以

前から継続的に取り組んでいた課題であったことが挙げられる。したがって、ヴァイマル共

和国期からナチ時代にかけてのジールプの業績や言動を長期的な視点からより深く考察す

れば、ジールプを軸にヴァイマル共和国期の労働行政機関とナチ時代の労働政策の意図・目

的について理解を深め、ヴァイマル共和国期からナチ時代にいたるドイツの労働政策の連

続・非連続を検討することができるだろう。この点は今後の課題としたい。 

 

（注）本稿は、ドイツ・ヨーロッパ研究センターおよび住友生命保険相互会社主催・第 15

回「未来を強くする子育てプロジェクト」による助成金を受けて実施したドイツの外国人労

働者政策史に関する研究成果の一部である。 
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